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芸能学会設立 1984 (初代会長・本田） 
民話－木下順二（1914～2000） 関敬吾『島原半島民話集』1935（“民話”の初出）、「彦  



















































































































































ということこそ、やがて民芸の大きな美的内容を形造るものであります。（下線、筆者）       
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礎を失ふであろう。なぜなら文化は、何よりもまず生活文化でなければならないからである。                        
































系統の窯か歴史は審らかではないが、作風からすると本郷の窯と兄弟である。                                                                                              



















































































た。              染木煦『北満民具採訪手記』復刻版 1986 より 
 
 








有賀 喜左衛門     
1976 『一つの日本文化論』、中央公論社。  
鶴見 俊輔       
1976 『柳 宗悦』、平凡社。  
芹澤知広・志賀市子（編）  
2008 『日本人による中国民具収集－歴史的背景と今日的意義』、風響社。  
丸山 泰明       
2013 『渋沢敬三と今和次郎－博物館的想像力の近代』、青弓社。  
Research Papers of the Anthropological Institute Vol.2 (2015) 
12 
 
前田 英樹       
2013 『民俗と民藝』、講談社。 
武田晴人・由井常彦   




Folkimplement, Folkcraft, Folklore 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
